（別紙様式１－１）
平成23年度当初予算　　　支出科目　款：商工費　項：商工費　目：中小企業振興費

	事業名:地下駐車場管制装置継続事業費（リース）


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
商工労働部 情報産業課 ＩＴ拠点担当　電話番号：058-272-1111（内3115）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11338@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：871千円（前年度予算額：0千円）

	事業内容


	１　事業の内容


　ソフトピアジャパンセンタービル地下１階に設置された地下駐車場について、利用者入出庫管理及び利用料金の算定、収受を適正に実施するため、地下駐車場管制装置を設置している。

現行機器は平成16年10月から平成23年9月まで7年間の契約期間にてリースしているものであり、平成23年10月以降の管制装置の稼働を確保するため、同機器を再リースする。なお、地下駐車場はソフトピアジャパンセンター条例及び管理運営協定により、県が管制装置を用意し、指定管理者が管理運営を実施し利用料金を収受している。
（1） 構成機器
・駐車券発行機　2基
・全自動精算機　2基

・事前精算機　　2基

・カーゲート　　4基

・車両感知機　　4基

・その他、管理計算機及び周辺機器　1式
	２　所要経費


（1） 賃借料
・40,110円／月×6月=240,660円
（2） 委託料
・105,000円／月×6月=630,000円

（３） 合計

　　　・870,660円（平成23年10月～平成24年3月）
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅱ　ふるさと岐阜県の資源を活かした活力づくり

　１　モノをつくって、地域外からお金を稼ぐ地域をつくる

　　・中部圏のＩＴ人材育成・供給拠点であるソフトピアジャパンの活用を促進する

　　・企業のＩＴ投資を促進する

	２　これまでの取組状況


平成18年度以降は、ソフトピアジャパンセンター指定管理者による施設管理のもと、地下駐車場についても指定管理者により管理運営の実施、利用料金の収受が行われている。
	３　これまでの取組に対する評価


（１）地下駐車場の利用状況の実績

・平成20年度実績

　　利用料金収入：7,868,900円、利用台数：66,545台

・平成21年度実績

　　利用料金収入：7,988,600円、利用台数：76,091台。
（２）地下駐車場については、管制装置のリース・保守費用を上回る利用料金収入の実

績となっており、費用に見合った効果を生み出していると言える。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度

予算額
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	871
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	871

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	
































